
楼
門
の
屋
根
葺
き
替
え
工
事
竣
工

以
前
お
伝
え
し
ま
し
た
通
り
、
こ
の
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
楼
門
の
屋
根

葺
き
替
え
工
事
が
行
わ
れ
、
九
月
末
に

竣
工
し
、
赤
茶
色
の
銅
板
屋
根
に
一
新

し
ま
し
た
。
従
来
の
楼
門
の
屋
根
は
昭

和
二
十
八
年
に
不
審
火
で
半
焼
し
て
か

ら
再
建
し
、
昭
和
三
十
一
年
九
月
に
竣

工
し
て
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
う
ど
六
十

年
ぶ
り
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
再
建
以

前
は
朱
塗
り
で
は
な
く
内
外
拝
殿
等
と

同
じ
く
白
木
で
、
屋
根
は
檜
皮
葺
き
で

し
た
。

今
回
は
屋
根
の
前
後
に
は
雪
留
め

（
屋
根
下
部
の
突
起
）
を
設
け
、
左
右

に
は
雨
樋
を
設
け
ま
し
た
。
屋
根
に
積

っ
た
雪
が
一
度
に
落
ち
て
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
く
ら
か
は
緩
和

さ
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

大
津
宮
遷
都
一
三
五
〇
年

明
年
・
平
成
二
十
九
年
（
西

暦
二
〇
一
七
年
）
は
天
智
天
皇

の
古
都
近
江
大
津
宮
（
大
津

京
）
遷
都
の
六
六
七
年
か
ら
満

一
三
五
〇
年
と
な
り
ま
す
。
天

智
天
皇
は
先
帝
斉
明
天
皇
の
崩

御
の
後
、
称
制
と
し
て
正
式
な
即
位
を
遅
ら
せ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
大

津
宮
に
遷
都
し
た
最
初
の
正
月
に
即
位
な
さ
れ
ま
し
た
。
大
津
宮
に
都
を
置
い

て
数
々
の
新
政
治
を
行
わ
れ
た
こ
と
が
律
令
国
家
へ
の
出
発
点
と
な
り
、
近
江

国
・
大
津
の
発
展
の
源
流
と
な
り
ま
し
た
。

大
津
京
遷
都
一
三
五
〇
年
の
年
に
先
だ
っ
て
、
大
津
京
の
道
実
行
委
員
会
の

主
催
（
近
江
神
宮
共
催
）
に
よ
り
、
日
本
画
家
で
三
橋
節
子
美
術
館
館
長
の
鈴

木
靖
将
氏
に
よ
る
「
天
智
天
皇
と
額
田
王
の
時
代
を
鈴
木
靖
将
の
絵
で
見
る

大
津
京
展
」
が
、
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
日
ま
で
、
時
計
館
宝
物
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

明
年
は
三
月
二

十
五
日
に
近
江

神
宮
拝
殿
中
庭

で
篝
火
コ
ン
サ

ー
ト
が
、
四
月

二
十
九
日
に
も

コ
ン
サ
ー
ト
と

講
演
会
が
、
六

月
四
日
に
音
楽

物
語
「
大
津

京
」
の
公
演
、
ほ
か
に
も
各
種
の
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

節
分
の
方
相
氏
と
鬼

旧
暦
（
太
陰
太
陽
暦
）
で
は
、
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ
て
月
日
が
決
ま
っ
て

い
る
た
め
、
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て
決
ま
る
実
際
の
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
は

合
わ
ず
、
閏
月
の
前
後
で
一
月
程
の
差
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
季
節
の
目
安

に
す
る
た
め
二
十
四
節
気
が
用
い
ら
れ
、
十
二
月
末
日
か
ら
一
月
一
日
へ
の
年

越
し
と
立
春
を
年
初
と
す
る
一
年
の
節
分
か
ら
立
春
へ
の
年
替
わ
り
と
が
二
重

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講
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に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
「
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
」
と
い
う
古
今
集
巻
頭
の

在
原
元
方
の
歌
が
あ
る
と
お
り
、
年
内
に
立
春
が
来
る
の
は
ご
く
普
通
の
こ
と

で
し
た
。
明
治
初
年
、
太
陽
暦
の
採
用
に
と
も
な
い
、
太
陽
暦
の
年
替
わ
り
が

加
わ
っ
て
、
年
越
し
の
意
識
が
さ
ら
に
複
雑
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で
は
年
越

し
は
太
陽
暦
の
年
越
し
で
、
立
春
の
前
日
の
節
分
は
節
分
行
事
で
と
い
う
別
の

も
の
と
思
う
人
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
本
来
は
年
末
の
大
祓
も
立

春
前
の
節
分
も
年
越
し
に
当
っ
て
邪
気
を
祓

う
同
じ
意
味
を
持
っ
た
も
の
で
し
た
。

節
分
の
追
儺
行
事
で
鬼
を
追
う
役
割
の

「
方
相
氏
」
が
あ
り
、
平
安
時
代
以
来
、
宮

中
の
追
儺
行
事
で
鬼
追
い
の
役
目
を
担
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
方
相
氏
に
は
四
つ

の
目
が
あ
り
、
角
と
牙
が
あ
り
、
さ
な
が
ら

鬼
の
相
貌
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
方
相
氏
は
邪
悪
な
鬼
を
退
治
す
る
た
め
怪

奇
で
恐
怖
の
容
貌
を
持
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
本
来
鬼
と
い
う
の
は
邪
悪
な
も
の

を
鬼
と
呼
ん
だ
も
の
で
形
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
退
治
す
る
役
目
の
方

相
氏
の
形
が
逆
に
鬼
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
江
神
宮
に
は
四
つ
で
は
な
く
六
つ
の
目
の
方
相
氏
の
面
が
あ
り
、
二
つ

づ
つ
の
目
で
現
在
過
去
未
来
を
見
通
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

鶏
の
縁
起
と
太
鼓
鶏

十
二
支
の
酉
は
時
刻
で
は
日
没
の
こ
ろ
を
指
し
ま
す
が
、
動
物
に
当
て
は
め

た
鶏
は
鶏
鳴
に
よ
っ
て
暁
を
知
ら
せ
る
夜
明
け
の
動
物
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

番
鶏
は
丑
の
刻
（
午
前
二
時
こ
ろ
）
、
二
番
鶏
は
寅
の
刻
（
午
前
四
時
こ
ろ
）

と
い
い
ま
す
。

日
本
の
神
話
で
は
、
天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
隠
れ
て
世
界
が
暗
闇
と
な
り
、

夜
ば
か
り
が
続
い
た
と
き
、
常
世
の
長
鳴
鳥
に
鳴
か
せ
て
朝
を
呼
び
起
こ
そ
う

と
し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
神
々
や
精
霊
の
時
間
で
あ
る
夜
と
人
の

活
動
す
る
時
間
で
あ
る
昼
間
と
の
境
目
を
知

ら
せ
る
霊
鳥
と
さ
れ
、
鶏
鳴
に
よ
っ
て
無
理

や
り
に
朝
を
訪
れ
さ
せ
、
魔
物
を
追
い
払
う

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
わ
け
で

す
。
ま
た
木
綿
付
鳥
（
ゆ
ふ
つ
け
ど
り
）
と

い
い
、
都
の
四
方
で
御
幣
を
付
け
た
鶏
を
供

え
て
、
疫
病
や
悪
鬼
が
入
り
込
ま
な
い
よ
う

に
祭
り
を
行
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
鶏

は
そ
の
よ
う
な
神
聖
な
時
告
げ
鳥
で
し
た
。

上
に
鶏
が
乗
っ
た
太
鼓
を
太
鼓
鶏
と
い
い
、
天
下
泰
平
の
縁
起
物
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
朝
明
け
を
呼
ぶ
鶏
鳴
と
十
二
支
を
表
わ
し
た
太
鼓
鶏
の
土
鈴
を
、
時

の
祖
神
に
ち
な
ん
だ
近
江
神
宮
の
縁
起
物
と
し
て
授
与
し
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
祭
典
等

十
二
月
十
三
日
午
前
九
時

門
松
立
て

十
二
月
二
十
日
午
前
九
時

煤
払
祭

十
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

天
長
節
祭

十
二
月
三
十
一
日
午
後
三
時

年
越
大
祓
式
（
続
い
て
）
除
夜
祭

一
月
一
日
午
前
〇
時

歳
旦
祭
（
さ
い
た
ん
さ
い)

一
月
一
日
午
前
七
時
二
分

初
日
の
出
遥
拝
式

一
月
二
日
午
前
八
時
三
十
分

日
供
始
祭
（
に
っ
く
は
じ
め
さ
い
）

一
月
三
日
午
前
八
時
三
十
分

元
始
祭
（
げ
ん
し
さ
い
）

一
月
七
日
午
前
九
時

昭
和
天
皇
祭
遙
拝
式

一
月
七
日
午
前
十
時

か
る
た
名
人
位
ク
イ
ー
ン
位
決
定
戦

一
月
八
日
午
前
九
時

か
る
た
祭
・
高
松
宮
記
念
杯
全
国
競
技
か
る
た
大
会

一
月
十
日
午
前
八
時
三
十
分

天
智
天
皇
祭
（
天
智
天
皇
の
ご
命
日
）

一
月
十
五
日
午
前
十
時

古
神
札
焼
納
祭

二
月
三
日
午
前
十
時

節
分
祭

二
月
十
一
日
午
前
十
時

紀
元
節
祭


